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(4) 水平から鉛直上向きに流れの方向を変える 90 0 ベンドを通過する流れについて，粒子の流動様式の分類を提案し，
その流動様式に対するべンドの曲率，粒径の影響を実験的に明らかにしている。さらに，べンド通過後の鉛直管に
おける粒子の加速区間についても測定を行い，ベンドの下流直管部への影響を明らかにしている。
以上のように本論文は，管内囲気二相流中の粒子流動に関して，実験と数値シミュレーションの両面において，多く
の新しい知見をもたらすものであり，流体工学ならびに空気輸送技術に寄与するところが大きい。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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